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県民の森

▲

見晴らし平

▲平成峡

高尾穂見神社▲

深沢川

道
農
域
広
部
西
川
士
富

▲

櫛形山北尾根登山道脇の
小さな渓谷が平成峡。
清流沿いの遊歩道から、
4つの滝（標高の低い順
に八千代の滝、千代の滝、
白龍の滝、水神の滝）を
観ることができます。
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金
丸
市
長
か
ら
、
予
算
案
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
19
億

１
３
０
５
万
５
千
円
で
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

第１回臨時会 (１月 ) の概要　１月18日開催

  

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
　

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
注
目
事
業

      

▲

コ
ロ
ナ
対
策
支
援

■
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
等

　

に
給
付
金

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
給

付
す
る
。

　

国
の
制
度
に
よ
る
給
付
金
。

■
住
民
税
の
所
得
割
非
課
税

　

世
帯
に
給
付
金

　

国
の
制
度
（
注
目
事
業
１
）
に
お

い
て
対
象
外
と
な
る
住
民
税
所
得
割

の
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯

あ
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
が
単
独
で
実
施
す

る
給
付
金
。

注
目
事
業
１

注
目
事
業
２

▲ ▲
第１回定例会 (３月 ) の概要

 

令
和
４
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計

３
１
３
億
円
を
可
決

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
23

日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
専
決
処
分
案
１
件
、
条
例
案
15
件
、

予
算
案
27
件
、
同
意
案
20
件
、
ほ
か
７
件
、
合
わ
せ
て

70
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
が

10
件
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
ほ
か

13
の
特
別
会
計
と
３
の
企
業
会
計
、
あ
わ
せ
て
17
件
で
、

一
般
会
計
の
総
額
は
、
３
１
３
億
４
１
９
６
万
７
千
円

で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
修
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
修
正

案
は
起
立
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

　

こ
の
ほ
か
、
南
ア
ル
プ
ス
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
請
願
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
採
択
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

      
17
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
受

け
、
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
と
し
て
抗
議
す
る
意
思
を
示

す
た
め
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し
て

厳
重
に
抗
議
し
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
等
を
求
め
る
決

議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

 
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

      
17
ペ
ー
ジ
中
段
参
照

　
提
出
さ
れ
た
案
件
お
よ
び
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

 

代
表
・
一
般
質
問  ※

７
〜
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
３
月
８
、
９
日
に
14
名
の
議
員
が

代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質問を傍聴する親子。この時は、子育てに関する質問でした。

約1億5439万円 約6億7402万円

　

質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
執
行
機
関
に
対
し
て
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
の
説
明
を
求
め
た

り
政
策
に
対
す
る
見
解
や
認
識
を
質
し
た
り
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

代
表･

一
般
質
問
の
場
は
、
議
員
や
執
行
機
関
の
政
策

を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
議
会
の
予
定
は
、
22
ペ
ー
ジ
左
下
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ど
の
議
員
が
ど
ん
な
質
問
を
す
る
か
は
、
あ
ら

か
じ
め
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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　 この修正案では、 南アルプスＩＣ新産業拠点整備事業

の進捗を止めることになるため認められない。 参入企

業と 「協定を締結し」、 参入が担保できた後に予算執行

するものであり、 問題はない。 甲西市民総合グラウンド

機能回復事業については、 沿線住民への対応と同様に、

騒音対策は、ＪＲ東海が実施することが大前提である。

議案第25号　令和4年度一般会計予算に対する修正案

討 論　　                         私はこう考える

修正案は妥当性を欠く

ため認められない

小池 伸吾 議員

修
正
案
反
対
討
論

修
正
案
の
主
旨

賛成！ 反対！

修正案の内容は、原案から、３つの事業の予算を一部削除するというものです。

  予算を一部削除する事業
　　・「南アルプス IC新産業拠点整備事業」

　　　　　　　　　　　　　・「南アルプスIC新産業拠点整備事業（埋蔵文化財調査）」
　　　　　　　　　　　　　・「甲西市民総合グラウンド機能回復事業」

討論後の起立採決の結果、賛成 2 名の賛成少数で修正案は否決となりました。

　 南アルプスＩＣ新産業拠点整備は、参入企業が途中撤退

した場合のリスク回避策が不十分なことや、 企業との契約

書が事前に示されないなど、 依然として解決されない課

題がある。 甲西市民総合グラウンド機能回復事業は、リニ

ア軌道に防音フードが設置されないことによる微気圧波の

影響が検討されておらず、 機能回復の目的を果たせない。

今の計画では市に
損失が生じる危険が
名取 泰 議員

ピックアップ 第１回定例会（３月）で決まった注目事業

若草保育所を
移転新築

現在の若草保育所は施設が老朽化し、 また若草地区の人

口増加により保育室が不足しているため、 旧若草支所の

駐車場に移転新築する。 新若草保育所は令和４年度中に

完成の予定。

8億 316万円

完熟農園跡地
整備に向け
調査を開始

完熟農園跡地12 ヘクタールに市の集客交流拠点を整備す

る事業について、 令和３年度に行った事業者の公募 ・ 審

査を経て、事業者を決定する。また、埋蔵文化財の調査等、

整備に向けた各種の手続きを進める。

約2億１２７２万円

防災行政無線
に新たな機能

防災行政無線は、 現在、

音声のみの放送となっているが、 新たな機能を付加する

ことにより、 音声と同時に、 市ホームページや 「南アルプ

スインフォ」 など複数のメディアに発信できるようにする。

約１億４１２万円

公園の再整備

櫛形総合公園、 御勅使川福祉公園、 秋山川すももの郷公

園、 ふれあい公園 （「やまなみの湯」 に隣接する公園）、

遊湯ふれあい公園を『みんなが楽しめる都市公園』として、

再整備に着手する。

約７９６９万円

南アルプス IC

新山梨環状道路

中部横断自動車道
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令和４年 第１回臨時会・第１回定例会  審議した議案とその結果

結
　
果

藤
田
亜
由
未

保
坂
　

健

飯
野
多
惠
子

三
枝
　

守
和

松
野
　

昇
平

戸
栗
　

淳

三
木
　

充

有
野
　

一
成

櫻
田
　

力

花
輪
　

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中
　

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑
　

俊
秀

名
取
　

泰

小
池
　

伸
吾

斉
藤
　

諭

清
水
　

重
仁

齊
藤
　

博
明

河
野
木
綿
子

小
林
　

敏
徳

第１回臨時会
議案 115 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第１回定例会
専決処分の承認
承認 1 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
条例の制定
議案 1 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
条例一部改正
議案 2 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 4 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 6 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 7 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 8 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 9 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 10 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 11 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 12 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 13 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 14 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
条例の廃止
議案 15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度補正予算
議案 16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 21 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 22 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 23 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 24 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 47 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度予算

否決 × × × × 〇 × × × × × × × × × 〇 × × × × × ×
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 26 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 27 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 28 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 29 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 30 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 31 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 32 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 33 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 34 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 35 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 36 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 37 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 38 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 39 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 40 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 41 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
その他
同意 1～19 同意 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
同意 20 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 42 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 43 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 44 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 45 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 46 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 48 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案 49 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 4-1 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 1 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 2 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市道路線の変更

温泉給湯事業特別会計予算

副市長の選任について

「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」について、シルバー人材センター
事業に及ぼす影響が極めて大きいことから、安定的な事業運営が可能となる適切
な措置を講じるための請願書

「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」について、シルバー人材センター
事業に及ぼす影響が極めて大きいことから、安定的な事業運営が可能となる適切
切な措置を講じるための意見書

国民健康保険特別会計補正予算（第６号）

水道事業会計予算
下水道事業会計予算
自動車運送事業会計予算

ロシアによるウクライナ侵略に対して厳重に抗議し、ロシア軍の即時撤退等を
求める決議

土地の売払いについて

農業委員会委員の任命について

森林総合利用休養棟及び南アルプス市芦安農産物特産物直売加工施設の
指定管理者の指定について
市道路線の認定

居宅介護予防支援事業特別会計予算

市道路線の廃止
土地の売払いについて

雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
土地取得造成事業特別会計予算

広河原山荘の指定管理者の指定について

一般会計予算に対する修正案

山梨県北岳山荘管理事業特別会計予算
芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算

一般会計予算
国民健康保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
介護保険特別会計予算

一般会計補正予算（第１０号）
国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
介護保険特別会計補正予算（第４号）

芦安農業集落排水事業特別会計予算

芦安農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号）
芦安簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
土地取得造成事業特別会計補正予算（第４号）
下水道事業会計補正予算（第３号）

農村公園条例
市営住宅条例
社会体育施設条例
学校体育施設等の利用等に関する条例
公営企業の設置等に関する条例

心身障害者扶養共済制度加入者助成金支給条例

職員の勤務時間、休暇等に関する条例
職員の育児休業等に関する条例
会計年度任用職員の報酬等に関する条例
長寿祝金条例
放課後児童クラブ条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する
条例

議案 25

上程議案 　
　○：賛成
　　×：反対
　　欠：欠席

一般会計補正予算（第９号）

調停の申立ての専決処分

都市下水路条例

個人情報保護条例
手数料条例

飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。
賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。
※2月25日は、飯野議長の欠席に伴い、野中副議長が議長の職務を
　行いましたので、野中副議長は賛否表明をしませんでした。
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請
願
書
の
中
に
、「
少
額
の
収
入
し

　
　
　

か
な
い
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
手
取
り

額
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
年
収
は
だ
い
た
い
ど
の
く
ら
い
が

多
い
の
か
。

　
　
　
平
均
す
る
と
、
年
収
で
50
万
〜
80
万 

　
　
　
円
の
間
が一番
多
い
と
思
う
。

  

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

若
草
地
区
拠
点
施
設
周
辺
整
備
に

　
　
　

伴
い
、
南
ア
ル
プ
ス
市
若
草
弓
道
場

を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
若
草

弓
道
場
の
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
態
は
。

　
　
　
40
名
程
度
の
社
会
人
の
団
体
が
利
用

　
　
　
し
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
県
で
１
位

   

総
務
常
任
委
員
会

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

保
育
所
等
に
勤
務
す
る
会
計
年
度

　
　
　

任
用
職
員
の
報
酬
額
を
４
号
給
引

き
上
げ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
報
酬

額
が
上
が
る
の
か
。

　
　
　
月
給
保
育
士
の
平
均
で
月
額
６
６
０

　
　
　
０
円
、率
に
し
て
３
・
７
％
、時
給
の
保

育
士
で
は
平
均
で
１
時
間
当
た
り
35
円
上
が
る
。

●「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

　

ン
ボ
イ
ス
制
度
）」
に
つ
い
て
、
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
及

　

ぼ
す
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と

　

か
ら
、
安
定
的
な
事
業
運
営
が
可

　

能
と
な
る
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

　

た
め
の
請
願
書

を
と
る
レ
ベ
ル
で
、
と
て
も一生
懸
命
に
活
動

を
し
て
い
る
。
利
用
実
態
は
、
年
間
で
平
均

す
る
と
１
日
に
１
名
の
方
が
利
用
し
て
い
る
計

算
で
、
休
日
の
利
用
が
多
い
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
利
用
団
体
の
方
々
と
は
十
分
に
話
し
合
い

を
行
い
、
若
草
弓
道
場
は
廃
止
し
、
代
替
施

設
と
し
て
櫛
形
中
学
校
の
弓
道
場
を一般
開

放
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

●
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

加
入
者
助
成
金
支
給
条
例
の
廃
止

　

に
つ
い
て

　
　
　

障
が
い
の
あ
る
方
が
親
を
亡
く
し
た

　
　
　

と
き
の
支
援
に
つ
い
て
市
は
今
後
ど

の
よ
う
な
制
度
を
整
備
す
る
考
え
か
。

　
　
　
市
で
は
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
を

　
　
　
開
始
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
親
を
亡
く
し
た
と
き
の
支

援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
法
人
等
と
協

力
し
て
相
談
体
制
の
充
実
や
緊
急
対
応
、
ま

た
将
来
を
見
据
え
た
体
験
を
す
る
事
業
等
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
都
市
下
水
路
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

こ
の
条
例
の
第
７
条
に
都
市
下
水
路

　
　
　

の
敷
地
ま
た
は
排
水
施
設
を
占
用
し

QA

QA

よ
う
と
す
る
者
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
が
、
占
用
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
か
。

　
　
　
こ
の
都
市
下
水
路
は
、
主
に
市
街
地

　
　
　
の
雨
水
を
排
水
す
る
道
路
下
な
い
し

道
路
に
付
随
し
た
大
型
の
水
路
で
あ
る
。

　
水
路
に
家
庭
か
ら
の
浄
化
槽
を
通
し
て
の

排
水
や
道
路
下
の
中
に
占
用
さ
せ
る
パ
イ
プ

な
ど
に
つ
い
て
、
占
用
の
許
可
を
す
る
も
の
で

あ
る
。

●
広
河
原
山
荘
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　

こ
の
議
案
で
広
河
原
山
荘
の
指
定
管

　
　
　

理
者
に
指
定
さ
れ
て
い
る
山
梨
交
通

株
式
会
社
は
、
広
河
原
山
荘
や
周
辺
の
自
然

に
対
す
る
知
識
に
長
け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

広
河
原
山
荘
の
利
用
者
に
対
し
て
周
辺
の
自

然
に
関
す
る
説
明
が
で
き
る
体
制
が
と
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
重
要
な
項
目
と

　
　
　
し
て
、
広
河
原
山
荘
の
指
定
管
理
者

の
審
査
を
行
っ
た
。
山
梨
交
通
の
提
案
に
も

そ
う
い
っ
た
自
然
教
育
、
山
の
関
係
等
に
つ

い
て
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
地

域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と一
緒
に
や
っ
て

い
く
ん
だ
と
い
う
意
向
が
深
く
、
さ
ら
に
広

河
原
地
域
、
南
ア
ル
プ
ス
山
系
に
つ
い
て
は
、

広
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
。

QA

QAQ

A

３
月
議
会

 

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

廃止することが決まった若草弓道場

QA
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周
知
に
つ
い
て
は
遺
族
に
わ
た
す
文

　
　
　
書
や
広
報
等
に
て
お
知
ら
せ
す
る
。

利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
看
板
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
予
約
制
と
し
、

電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
る
方

法
を
考
え
て
い
る
。

●
南
ア
ル
プ
ス
市

　

急
速
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
事
業

　
　
　

急
速
充
電
ス
タ
ン
ド
は
ど
こ
に
何
台

　
　
　

分
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
内
に
１
台
分

　
　
　
を
設
置
す
る
。

　
　
　

電
気
代
は
ど
こ
が
負
担
す
る
の
か
。

　
　
　
充
電
ス
タ
ン
ド
を
維
持
す
る
た
め
の

　
　
　
電
気
代
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
が
負

担
す
る
。
利
用
者
が
充
電
す
る
た
め
の
電
気

代
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る
。

　

主
な
質
疑
の

　
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

  

令
和
４
年
度
一
般
会
計

●
市
民
手
続
き
支
援
事
業

　
　
　

遺
族
が
行
う
死
亡
に
関
す
る
さ
ま
ざ

　
　
　

ま
な
手
続
き
を
支
援
す
る
窓
口
を
新

た
に
設
置
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
正

式
な
名
称
と
設
置
時
期
は
。

　
　
　
正
式
な
名
称
は
、「
お
く
や
み
コ
ー

　
　
　
ナ
ー
」と
す
る
予
定
。
設
置
時
期
は
、

対
応
す
る
窓
口
職
員
の
研
修
期
間
を
設
け
て

準
備
が
整
い
し
だ
い
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
周
知
方
法
、
利
用
方
法
は
。

●
小
中
学
生
生
理
用
品
配
置
事
業

　
　
　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
実
証
実
験
と

　
　
　

い
う
形
で
令
和
３
年
度
は
中
学
校
で

実
施
し
て
き
た
が
、
ほ
か
の
公
共
施
設
に
も

広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
令
和
３
年
度
に
中
学
校
の
み
で
実
施

　
　
　
し
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、

小
学
校
で
も
実
施
す
る
。

　
　
　

も
と
も
と
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕

　
　
　

在
化
し
た
生
理
の
貧
困
の
対
応
と
し

て
の
事
業
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
て

も
こ
の
よ
う
な
事
業
を
必
要
と
す
る
方
は
い

る
と
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
後
も
事
業
を
継
続

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
学
校
で
の
需
要
の
状
況
な
ど
を
把
握

　
　
　
し
な
が
ら
、
事
業
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。
将
来
的
に
は
、
福
祉
総
合
相
談
課
の

予
算
か
ら
、
学
校
の
予
算
に
移
管
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

●
Ｐ
Ｃ
Ｂ（※

１
）
橋
梁
塗
膜
除
去
事
業

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
有
し
て
い
る
橋
梁
３
橋

　
　
　

の
塗
膜
除
去
お
よ
び
再
塗
装
を
実
施

す
る
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
塗
膜
除
去
が
必

要
な
橋
梁
は
全
部
で
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　
　
　
橋
梁
の
調
査
を
し
た
結
果
、
塗
膜
除

　
　
　
去
が
必
要
な
橋
梁
は
今
回
説
明
し
た

３
橋
の
み
で
あ
る
。

QA

A

●
都
市
公
園
再
整
備
事
業

　
　
　

都
市
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る

　
　
　

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
、
健
康

　
　
　
遊
具
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具（※

２
）

の
設
置
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●
若
草
南
小
学
校

　

情
緒
障
害
通
級
指
導
教
室

　
　
　

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

　
　
　

の
学
校
か
ら
も
児
童
が
通
う
の
か
、

ま
た
、
送
迎
は
誰
が
す
る
の
か
。

　
　
　
通
級
指
導
教
室
は
、
ほ
か
の
市
内
公

　
　
　
立
小
学
校
の
児
童
も
通
う
。
な
お
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
櫛
形
中
学
校
が
通
級
指

導
教
室
を
行
っ
て
い
て
ほ
か
の
市
内
公
立
中

学
校
の
生
徒
も
通
う
。
送
迎
に
つ
い
て
は
保

護
者
が
す
る
。

（※

１
）Ｐ
Ｃ
Ｂ
：
工
業
製
品
に
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た

　
　
　

物
質
。環
境
や
人
体
に
悪
影
響
が
あ
る
と
し
て
、

　
　
　

現
在
は
世
界
各
国
で
製
造
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

（※

２
）イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
：
障
が
い
の
有
無
に
か

　
　
　

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
一
緒
に
遊
べ
る
遊
具
。

Q

QA

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　

予
算
特
別
委
員
会
は
議
長
を
除
く
全

議
員
で
行
い
、
３
月
３
日
、
10
日
、
11
日
、

14
日
、
15
日
、
16
日
の
計
６
日
間
に
わ

た
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
は
一
般
会
計

予
算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
９
議

案
、
計
10
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会

計
予
算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
16
議

案
、
計
17
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

A

Q

急速充電スタンドを設置する本庁舎駐車場

A Q

A Q

A Q

A Q
 

審
査
結
果

　

当
初
予
算
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
の
審
査

で
は
、
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
起

立
採
決
の
結
果
、
原
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

A Q
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討
議
の
焦
点

行政経営方針の重点施策
「自然との共生」の取組み内容は

▲

ユネスコエコパークの理念とSDGｓを基本にしたまちづくりである。

 「将来を見越した消防団組織のあり方」の検討内容は

▲

消防団組織の再編、消防ポンプ車の配備、機材の見直し等、 抜本的
　な改革を検討する。

南 風

櫻田 力 議員

市が行うユネスコエコパークの理念に基づく取組みは SDGｓにも結びついている

代表質問代表質問代表質問

　
　
　

市
之
瀬
台
地
で
昔
か
ら
よ
く
見
か
け

　
　
　

る
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
が
、
山
梨
県
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
モ
リ
が
こ
の
地
で
住

み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
守
る
こ
と
が
こ
の
地

で
暮
ら
す
人
々
の
土
台
を
将
来
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
、
櫛
形
西
地
区

と
上
宮
地
地
区
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
今
年

度
か
ら
生
息
調
査
を
始
め
よ
う
と
準
備
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
活
動
に
対

  

行
政
経
営
方
針

　
　
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
組
み
合
わ
せ
て
幅
広

　
　
　

い
年
齢
層
に
向
け
た
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
」
と
の
方

針
の
取
組
内
容
は
。

　
　
　
「
教
育
」、「
水
」、「
気
候
変
動
」、「
陸

　
　
　
上
資
源
」
を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
い
年

齢
層
に
向
け
た
活
動
を
実
践
し
て
い
く
。

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
は
、
市
長
、
副

　
　
　

市
長
、
庁
議
レ
ベ
ル
の
各
分
野
の
責

任
者
の
下
に
事
務
局
を
置
い
て
、
経
済
、
社

会
、
環
境
の
３
層
構
造
を
把
握
す
る
組
織
を

編
成
し
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者

と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
は
、
組
織
の
外
か

ら
推
進
体
制
が
明
確
に
分
か
る
体
制
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考

え
は
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
は
、
既
に
市
が
実

　
　
　
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
新
た
に
組
織
を
作
る
と
い
う
よ
り
も

各
部
門
が
そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
「
櫛
形
山
の
ア
ヤ
メ
な
ど
動
植
物
減

　
　
　

少
に
関
す
る
調
査
、
検
証
を
実
施
す

る
」
と
の
方
針
の
取
組
内
容
は
。

　
　
　
来
年
度
は
、
生
物
多
様
性
回
復
に
向

　
　
　
け
、
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
周
辺
の
動
植

物
に
つ
い
て
、
文
献
調
査
、
植
生
図
の
作
成
、

動
物
種
類
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
現
状
を

把
握
す
る
。

し
市
の
積
極
的
な
協
力
を
要
請
す
る
が
、
市

の
考
え
は
。

　
　
　
提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

　
　
　
パ
ー
ク
の
活
動
の
な
か
で
、
保
全
活

動
の
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
非
常
に
す
ば

ら
し
い
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
市
と

し
て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

　
　
　
「
公
共
施
設
に
積
極
的
に
自
然
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
」
と
の
方
針
を

掲
げ
て
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
が
、
令
和
４
年
度
末
の
本
市
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２
の
実
質
排
出
量
の
削
減
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

　
　
　
公
共
施
設
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
に
よ
る
令
和
２
年
度
末
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
量
は
、
約
２
千
34
ト
ン
で
あ
る
。
令
和
４

年
度
は
、
金
山
沢
川
水
力
発
電
所
の
効
率
的

な
稼
働
よ
り
２
千
92
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

市
は
、「
将
来
を
見
越
し
た
消
防
団

　
　
　

組
織
の
あ
り
方
の
検
討
」
を
行
う
方

針
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
検
討
を
行
う

の
か
。

　
　
　
急
速
に
進
む
「
少
子
高
齢
化
」、「
人

　
　
　
口
減
少
」、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の

被
雇
用
者
の
増
加
」
な
ど
に
よ
り
団
員
の
確

保
が
厳
し
い
現
状
が
あ
る
。
地
域
の
実
情
や

消
防
団
の
意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
、
消
防
団

組
織
の
再
編
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
配
備
や
機

材
等
の
見
直
し
な
ど
、
抜
本
的
な
改
革
を
検

討
す
る
。

QAQA

Q A

Q

A

QA

QA
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新政南アルプス

村松 三千雄 議員

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
を

契
機
に
積
極
的
に
調
査
研
究
し
、
観
光
産
業

の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
く
。

　
　
　

今
年
６
月
、
新
広
河
原
山
荘
は
営
業

　
　
　

開
始
す
る
予
定
で
、
高
付
加
価
値

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
が
具
体

策
は
。

　
　
　
新
広
河
原
山
荘
は
、
登
山
客
の
み
な

　
　
　
ら
ず
、一般
観
光
客
や
体
験
型
ツ
ア
ー

等
の
受
け
入
れ
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
こ
の
エ

  

観
光
資
源
の
発
掘

　
　
　

地
域
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
関
連

　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
目

的
と
し
た
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事

業
」
を
展
開
す
る
考
え
は
。

　
　
　
山
梨
県
と
と
も
に
策
定
し
た
「
南
ア

　
　
　
ル
プ
ス
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
掲
げ
、
本
年
10
月
に

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
要
事
業
と

し
て
、
広
河
原
ま
で
の
南
ア
ル
プ
ス
林
道
を

活
用
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
テ
ス
ト
開
催

す
る
。

　
本
市
は
、
食
事
や
飲
み
物
を
提
供
す
る
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
広
河
原
周
辺
で
の
お

も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
で
、
積
極
的

に
協
力
し
、
参
加
者
が
大
会
前
後
に
市
内
に

滞
在
し
宿
泊
や
飲
食
等
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、こ
の
テ
ス
ト
開
催
を
検
証
す
る
な
か
で
、

令
和
５
年
度
以
降
の
本
格
開
催
に
繋
げ
て
い

け
る
よ
う
、
山
梨
県
と
連
携
し
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
を
誘
致
し
、

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
大
会
や
全
国
大
会
等
も
開
か
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
大
会
等
の
誘
致
は
、
交
流

人
口
の
促
進
に
非
常
に
効
果
が
あ
り
有
効
で

リ
ア
な
ら
で
は
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
本
市
の
特
産
品
を
活
用

し
た
多
様
な
食
の
提
供
な
ど
、
価
値
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
指
定
管
理
者
と

と
も
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
広
河
原
に
滞
在
し
、
雄
大
な
北
岳
が
眺
望

で
き
る
展
望
テ
ラ
ス
の
整
備
や
、
旧
山
荘
跡

地
を
活
用
し
広
河
原
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

す
施
策
を
、
山
梨
県
と
連
携
し
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
山
梨
県
は
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

具
現
化
す
る
た
め
、
南
ア
ル
プ
ス
観

光
高
付
加
価
値
化
調
査
検
討
事
業
に

着
手
し
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

　
　
　

の
散
策
ル
ー
ト
構
築
の
た
め

に
、
新
山
荘
正
面
あ
た
り
か
ら
対
岸

へ
の
「
つ
り
橋
」
の
新
設
の
検
討
価

値
は
十
分
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
「
つ
り
橋
」
の
設
置
は
、
新
た

　
　
　
な
名
所
に
な
り
得
る
部
分
も

あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
当
然

考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
は
山
梨
県
や
環
境
省
な
ど
と一

度
相
談
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
自
治
会
未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進
に

　
つ
い
て

 

・
ご
み
集
積
所
へ
の
不
法
投
棄
・
不
適

　
正
排
出
へ
の
対
応
に
つ
い
て

QAQA

Q

A Q

A

本市も地域スポーツコミッション事業を
展開する考えは▲

山梨県が本年10月にテスト開催する南アルプス林道でのサイクル
　イベントに積極的に協力していく。

新広河原山荘営業に向け高付加価値サービスの
具体策は▲

一般観光客もターゲットに体験プログラムや特産品による食の
　提供に取り組む。

６月から開業予定の新広河原山荘
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ひきこもり支援の相談窓口の体制は▲

福祉総合相談課内の自立相談支援機関と社協に委託している
　コミュニティーソーシャルワーカーが対応。

ひきこもり支援を含め、複合的生活課題支援
の取組みは

▲

各分野の相談機関や地域の関係機関が包括的に連携し、福祉
　総合相談体制の充実を図る。

躍進会

北村 千代子 議員

の
自
立
相
談
支
援
機
関
と
社
協
に
委
託
し
て

い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）を
各
地
区
に
配
置
し
、必
要
に
応
じ
て
、

関
係
部
署
や
他
機
関
と
の
連
携
や
協
議
を
行

う
な
か
で
支
援
を
進
め
て
い
る
。
市
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
、
ま
た
市
民
講
座
や
勉
強
会
な
ど
の
際
に

情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
郵
便
局
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
に
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
　

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
推
進
す
る
に
あ

　
　
　
た
り
、ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
が
ホ
ッ

と
で
き
る
場
所
や
安
心
し
て
誰
か
と
つ
な
が

る
き
っ
か
け
の
場
づ
く
り
は
。

  

ひ
き
こ
も
り
支
援

　
　
　
本
市
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
の
現
状

　
　
　
認
識
と
取
組
み
の
状
況
は
。

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
は
、
な
か
な
か
表
面
化

　
　
　
し
に
く
く
、
実
態
の
把
握
が
難
し
い
。

　
平
成
27
年
の
内
閣
府
調
査
の
出
現
率
か
ら

本
市
の
人
口
で
算
出
す
る
と
若
年
層
で
２
８

２
人
、
中
高
年
層
で
３
５
５
人
、
合
計
６
３

７
人
と
な
り
、
さ
ら
に
多
く
の
ひ
き
こ
も
り
の

方
が
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
ひ
き
こ
も
り
は
そ
の
背
景
や
要
因

な
ど
多
種
多
様
で
あ
り
、
社
会
的
に
孤
立
す

る
「
８
０
５
０
問
題
」
な
ど
の
課
題
も
顕
在

化
し
て
い
る
。

　
本
市
の
取
組
み
で
は
、
社
会
参
加
へ
向
け

た
支
援
と
し
て
、「
生
活
困
窮
世
帯
の
た
め
の

子
ど
も
の
学
習
生
活
支
援
事
業
と
就
労
準
備

支
援
事
業
」、
障
害
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
居
場
所
の
提
供

を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
取
組
み
の
課
題
と
し
て
ひ
き
こ

も
り
支
援
は
短
期
間
で
成
果
が
現
れ
る
も
の

で
な
く
、
伴
走
型
支
援
が
必
要
に
な
り
、
支

援
者一人
が
受
け
持
て
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い

る
。

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
相
談
窓
口
の
明

　
　
　
確
化
と
そ
の
周
知
の
対
応
は
。

　
　
　
本
市
で
は
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
特
化

　
　
　
し
た
相
談
窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い

が
、
主
な
相
談
窓
口
は
福
祉
総
合
相
談
課
内

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
、
ま
ず
支
援
者

　
　
　
が
当
事
者
や
そ
の
家
族
と
信
頼
関
係

を
得
な
が
ら
関
わ
り
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い

支
援
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
次

に
社
会
参
加
へ
向
け
て
の
支
援
と
な
る
。
市
の

事
業
と
し
て
、
就
労
支
援
の
前
段
階
と
し
て
、

生
活
習
慣
や
社
会
習
慣
を
身
に
つ
け
て
社
会

へ
出
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
事
業
「
就

労
準
備
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
ま
た
社
協
に

委
託
し
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
実
施
す
る
「
ス
テ
ッ

プ
ワ
ン
」
事
業
で
は
料
理
教
室
、工
作
、ス
ポ
ー

ツ
、
農
作
業
、
サ
ロ
ン
な
ど
に
参
加
す
る
機

会
を
作
っ
て
い
る
。
民
間
の
方
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
受
け
皿
の
拡

充
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

ひ
き
こ
も
り
に
限
ら
ず
、
複
合
的
な

　
　
　
生
活
課
題
を
抱
え
る
市
民
に
対
し
、

「
市
町
村
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
設
置
に
よ

り
支
援
調
整
会
議
等
を
活
用
し
、
地
域
の
社

会
資
源
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
適
切
な
支
援
へ

つ
な
ぐ
取
組
み
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
各
相
談
支
援
機
関
が
分

　
　
　
野
を
超
え
て
連
携
す
る
福
祉
総
合
相

談
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
第
４
次
南
ア
ル

プ
ス
市
地
域
福
祉
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
調

整
機
能
を
福
祉
総
合
相
談
課
が
担
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
に
は
国
の
新
た
な
交
付
事
業
で

あ
る
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
向

け
た
「
移
行
準
備
事
業
」
に
取
り
組
み
、
福

祉
総
合
相
談
体
制
の
深
化
を
図
っ
て
い
く
。

QAQA

Q A

Q

A
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討
議
の
焦
点

こども家庭相談課の設置の具体的考えは▲

子どもおよび子育て世帯へのサポート体制を整え、きめ細やか
　な支援を実施する。

保育料の無償化と保育環境強化の考えは▲

保育料の完全無償化を決断し、受け入れ環境と保育士の人材
　確保に努める。

公明党

河野 木綿子 議員

　
こ
ど
も
家
庭
相
談
課
に
、
途
切
れ
の
な
い

支
援
担
当
を
設
置
し
、
保
護
者
、
保
育
所
、

学
校
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
特
性
や
家
庭
状
況
な
ど
の
背
景
に

よ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
に
、

生
涯
を
通
じ
て一貫
し
た
支
援
を
し
て
い
け
る

と
考
え
る
。　

  
保
育
料
の
無
償
化
と
保
育
環
境
強
化

　
　
　
新
年
度
、
３
歳
未
満
児
の
利
用
者
負

　
　
　
担
額
を
無
償
化
す
る
た
め
の
当
初
予

算
を
計
上
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
保
育
環
境
の

整
備
や
人
材
確
保
、
待
機
児
童
の
改
善
等
の

課
題
解
決
の
考
え
は
。

　
　
　
「
住
み
や
す
い
ま
ち
、
子
育
て
し
や
す

　
　
　
い
ま
ち
南
ア
ル
プ
ス
市
」
を
市
民
に

  

こ
ど
も
家
庭
相
談
課

　
　
　
４
月
か
ら
設
置
と
な
る
こ
ど
も
家
庭

　
　
　
相
談
課
の
担
当
や
業
務
内
容
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
考
え
は
。

　
　
　
健
康
増
進
課
の
子
育
て
世
代
の
包
括

　
　
　
的
な
支
援
と
連
携
し
、
本
庁
の
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
し
て
設
置
す
る
も

の
。
具
体
的
に
は
、
横
断
的
に
業
務
を
進
め

る
必
要
性
が
高
い
、
発
達
支
援
、
虐
待
問
題
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
よ
る
子
ど
も
の
権
利
擁
護

等
に
関
す
る
支
援
を
中
心
と
な
っ
て
対
応
す
る

課
で
あ
り
、「
相
談
支
援
担
当
」
は
、
現
状

の
子
育
て
支
援
課
の
子
育
て
相
談
担
当
の
業

務
と
併
せ
、
要
保
護
児
童
の
対
策
を
所
掌
す

る
。「
途
切
れ
の
な
い
支
援
担
当
」
は
、
子
育

て
に
不
安
や
悩
み
を
持
つ
保
護
者
の
相
談
、

幼
児
期
か
ら
大
人
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
途

切
れ
な
い
支
援
な
ど
を
所
掌
す
る
。
こ
ど
も

家
庭
相
談
課
の
設
置
に
よ
り
、
子
ど
も
お
よ

び
子
育
て
世
帯
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、

き
め
細
か
な
支
援
を
実
施
す
る
。

　
　
　
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
更
に
推
進
す

　
　
　
る
た
め
、
特
に
小
中
学
校
の
現
場
に

お
け
る
教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
途
切
れ
の
な

　
　
　
い
支
援
連
携
会
議
」
に
お
い
て
、
保

健
福
祉
部
内
の
各
相
談
支
援
に
係
る
職
員
の

他
、
校
長
、
養
護
教
諭
な
ど
の
学
校
関
係
者

や
、
教
育
委
員
会
職
員
が
委
員
と
し
て
参
加

し
、子
ど
も
た
ち
の
支
援
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

強
く
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
移
住
を
含
め
た

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
３
歳
未
満
児
の
第一

子
に
つ
い
て
も
保
育
料
を
無
償
化
す
る
こ
と
を

決
断
し
た
。
保
育
環
境
の
整
備
と
人
材
確
保

は
、
令
和
５
年
度
に
若
草
保
育
所
の
整
備
と
、

民
間
保
育
所
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
若

草
保
育
所
の
新
築
の
際
に
は
、
現
在
よ
り
17

名
増
員
の
69
名
で
あ
る
が
、
国
の
基
準
の
最

大
値
が
可
能
と
す
れ
ば
最
大
１
１
８
名
が
可

能
。
民
間
保
育
所
の
新
設
の
計
画
で
は
、
現

状
の
16
名
か
ら
44
名
の
28
名
増
と
な
る
。
今

後
も
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
る
。
ま
た
、
人

材
確
保
に
つ
い
て
、
来
年
度
は
保
育
士
４
名

を
増
員
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
も
随
時
募

集
す
る
。

　
　
　
働
か
な
い
選
択
を
し
自
宅
で
子
育
て

　
　
　
を
す
る
方
へ
の
支
援
策
は
。

　
　
　
令
和
４
年
に一
時
預
か
り
施
設
を
増

　
　
　
設
。
今
後
も
保
護
者
、
関
係
団
体
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
支
援
策

の
内
容
や
充
実
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
一
時
預
か
り
を
無
償
化
す
る
考
え
は
。

　
　
　
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
本
市
に
お
け
る
博
物
館
に
対
す
る
今
後
の
方

　
向
性
に
つ
い
て

QAQA

Q A QA

QA

新たに設置されたこども家庭相談課
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保育所の建築は、法は原則として木造建築が
望ましいなかで、なぜ非木造としたのか

▲

建物規模や耐久性から鉄筋コンクリート造にした。

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

の
構
築
に
向
け
た
基
本
方
針
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
２
０
５
０
年
に
は
、一般
家
庭
は
も
と

　
　
　
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
も
保
育
所
な
ど
の
建
築
が
予
定

　
　
　

に
あ
る
が
、「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ビ
ル
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
に
あ
る
の
か
。

  

ま
ち
づ
く
り
と
そ
の
評
価

　
　
　

市
長
職
を
担
任
し
、
通
算

　
　
　

７
年
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

　
　
　
１
期
目
は
、
庁
舎
問
題
、
公

　
　
　
共
施
設
の
整
備
と
再
配
置
、

行
政
改
革
な
ど
、
今
後
の
市
政
運
営

を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
を
中
心
に

取
り
組
ん
だ
。
２
期
目
は
、
１
期
目

を
継
続
し
つ
つ
、
新
産
業
拠
点
の
整

備
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
移
住
定

住
人
口
の
拡
大
、
観
光
振
興
、
企
業

誘
致
の
推
進
等
に
取
り
組
み
、
未
来

に
向
け
て
本
市
は
明
る
い
展
望
が
見

え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。

　
　
　

市
長
任
期
を
１
年
余
り
と

　
　
　

し
た
こ
の
段
階
に
お
い
て
、

改
め
て
政
治
風
土
の
健
全
性
や
市
民

の
一
体
感
の
形
成
を
図
る
こ
と
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
合
併
以
来
、
本
市
で
は
市
長
が
１
期

　
　
　
ご
と
に
交
代
す
る
状
況
が
続
い
て
い

た
が
平
成
31
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

初
め
て
再
選
に
よ
り
市
政
の
継
続
を
市
民
よ

り
付
託
さ
れ
た
。
私
は
、
こ
の
継
続
を
選
択

し
た
民
意
こ
そ
が
、
政
治
風
土
や
市
民
の一体

感
の
形
成
へ
の
大
き
な
前
進
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

や
ま
な
し
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

　
　
　

宣
言
の
主
旨
に
即
し
た
脱
炭
素
社
会

　
　
　
若
草
保
育
所
に
お
い
て
、「
ネ
ッ
ト
・

　
　
　
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
」
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
も
、
新
た
に
建
設
す
る
施
設
等
に

お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
抑
え
た
設
備
を
計
画
す
る
。

　
　
　

若
草
保
育
所
は
、
平
成
29
年
度
に
実

　
　
　

施
し
た
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
問
題

な
い
と
し
た
診
断
結
果
に
あ
る
が
、
何
を
根

拠
に
改
築
と
す
る
の
か
。

　
　
　
保
育
室
が
不
足
し
て
お
り
、
平
成
29

　
　
　
年
度
か
ら
は
、
遊
戯
室
を
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
仕
切
り
、
２
ク
ラ
ス
が
使
用
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
築
移
転
を

計
画
し
た
。

　
　
　

最
近
、
県
内
で
建
築
さ
れ
た
公
立
保

　
　
　

育
所
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
木
造
建

築
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
公
共
建
築
物
等

に
お
け
る
木
造
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

で
低
層
な
公
共
建
築
物
等
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
、
木
造
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
本

市
は
何
故
木
造
建
築
と
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
建
物
が
２
階
建
て
で
規
模
も
大
き
い

　
　
　
こ
と
か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に

し
た
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
工
業
団
地
拡
張
事
業
に
お
け
る
費
用
対
効
果

　
に
つ
い
て

 

・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
多
い
既
存
施
設
の

　
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て

QAQ

A
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若草保育所の移転予定地（旧若草支所西側）

Q
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基金を活用すれば、令和４年度も国保税率の
値下げは可能

▲

令和４年度は県への納付金が増額の一方、被保険者数は減少。　
　財源不足に基金を充て、税率を据え置く。

消防本部でのパワハラ事案をどう総括しているか

▲

例規に基づき公平に処分。市民の信頼回復に向け再発防止に全力
　で取り組む。

日本共産党南アルプス市議団

名取 泰 議員

財
政
調
整
基
金
を
保
険
税
引
き
下
げ
に
充
て

る
こ
と
は
単
年
度
的
に
は
可
能
と
考
え
る
が
、

長
期
的
に
捉
え
る
と
今
年
度
に
続
き
令
和
４

年
度
も
引
き
下
げ
る
と
い
う
判
断
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
今
後
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
よ
り
安
定

的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
毎
年
度
の
事
業
費

  

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
市
と
し
て
来
年
度
の
国
保
特
別
会
計

　
　
　
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
山
梨
県
か
ら
令
和
４
年
度
の
事
業
費

　
　
　
納
付
金
が
示
さ
れ
、
本
市
の
納
付
額

は
19
億
４
０
５
８
万
４
８
４
４
円
で
、
本
年

度
と
比
較
し
て
約
３
５
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
国
保
税
の
当
初

予
算
は
、
今
年
度
の
税
率
の
引
き
下
げ
や
、

被
保
険
者
数
の
減
少
で
、
令
和
３
年
度
当
初

と
比
較
し
、
予
算
編
成
に
お
い
て
８
６
０
３

万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申
を
踏

ま
え
て
、
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

財
源
不
足
分
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
充
て
る
こ
と
と
し
、
保
険
税
率

を
据
え
置
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
れ
ば
、
令

　
　
　
和
４
年
度
も
税
率
を
引
き
下
げ
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
令
和
３
年
度
末
の
国
保
の
基
金
残
高

　
　
　
見
込
み
は
８
億
９
０
７
０
万
円
と
な

り
、
令
和
２
年
度
末
と
比
較
し
て
１
億
５
９

７
２
万
円
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ

は
収
納
率
の
向
上
な
ど
で
繰
越
金
が
多
く
発

生
し
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
令
和
４
年
度
は
、
今
年
度
に
比

べ
県
へ
の
事
業
費
納
付
金
の
増
額
に
対
し
、
被

保
険
者
数
が
減
少
し
納
付
金
に
充
て
る
財
源

の
保
険
税
収
入
が
不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

納
付
金
や
税
収
の
見
込
み
な
ど
財
政
の
見
込

み
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
基
金
の
有
効

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

  

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
消
防
本
部
に
お
い
て
発
生
し
た
パ

　
　
　
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
市

の
例
規
に
照
ら
し
て
ど
う
総
括
し
て
い
る

か
。

　
　
　
今
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
被
害
を
訴
え
た
職
員
の
み
な
ら
ず
、

市
民
や
関
係
者
に
不
信
感
を
抱
か
せ
、
ご
心

配
を
お
か
け
し
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ

り
、
厳
粛
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
一
般
職
の
地
方
公
務
員
は
、
地
方
公
務
員

法
の
適
用
下
に
あ
り
、「
信
用
失
落
行
為
の

禁
止
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
」
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
法
律
を
根
拠
に
、
市

職
員
の
処
分
な
ど
に
関
す
る
条
例
や
規
則
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
訴
え
か
ら
処
分
に
至
る
ま
で
は
、

こ
れ
ら
に
準
拠
し
て
進
め
ら
れ
、
例
規
に
基
づ

き
公
平
な
判
断
が
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
処
分
す
る
こ
と
で
終
わ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
も
、
市
民
の
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
消
防
職
員
だ
け
で

な
く
、
市
役
所
職
員
が一丸
と
な
っ
て
、
良
好

な
職
場
環
境
へ
の
改
善
に
努
め
、
再
発
防
止

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQA

QA

＊市の国民健康保険運営協議会での資料をもとに作成
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

地域経済の活性化に
つなげるために

い
て
、
随
時
報
告
し
て
い
く
。

　
　
　
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
は
、
環
境
保
全

　
　
　
活
動
の
支
援
を
実
行
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
本
市
へ
の
支
援
は
。

  

企
業
誘
致
の
推
進

　
　
　
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
新
設
が
計
画
さ

　
　
　
れ
、
当
初
は
２
０
２
１
年
度
の
稼
働

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
稼
働
が
延
期
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
の
稼
働
に
向
け
て
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
昨
年
11
月
に
、
コ
ー
セ
ー
の
執
行
役

　
　
　
員
が
来
庁
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ

続
い
て
い
る
が
、
新
工
場
の
建
設
計
画
は
進

捗
し
て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
確
に
な
り

次
第
、
速
や
か
に
お
知
ら
せ
す
る
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
今
後
も
コ
ー
セ
ー
と
情
報
共
有

を
密
に
す
る
な
か
で
、
建
設
計
画
の
状
況
に
つ

新政南アルプス

保坂 健 議員

QA

新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

質問の主題

移住・定住の促進と
子育て支援のまち
宣言を

　
　
　
南
伊
奈
ケ
湖
お
よ
び
菖
蒲
池
周
辺
へ

　
　
　
の
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
の
植
樹
、
ま
た
、
エ

コ
パ
伊
奈
ケ
湖
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
ブ
ナ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
の
植
樹
、
歩
道
の
整
備
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

   

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
拡
大

　
　
　「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
交

　
　
　
付
要
綱
」
を
定
め
、
補
助
金
を
交
付

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
夫
婦
の
合
計
所
得

４
０
０
万
円
の
制
限
が
あ
る
。
制
限
は
必
要

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
ま
ず
は
、
制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
、

　
　
　
事
業
成
果
を
検
証
す
る
な
か
で
検
討

し
て
い
く
。

 

子
育
て
支
援

　
　
　「
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
宣
言
」
を 

　
　
　
行
う
考
え
は
。

　
　
　
地
域
全
体
で
子
ど
も
と
子
育
て
を
応

　
　
　
援
す
る
取
組
み
を
さ
ら
に
推
し
進
め

る
た
め
、
仮
称

「
子
ど
も
子
育

て
応
援
宣
言
」

に
向
け
、
多
く

の
関
係
者
と
年

度
内
の
実
施
を

目
標
に
協
議
を

重
ね
て
い
く
。 

  

移
住
・
定
住
の
促
進

　
　
　
昨
年
の
本
市
へ
の
転
入
は
転
出
を
上

　
　
　
回
り
、
甲
府
市
に
次
い
で
多
か
っ
た

と
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

　
　
　
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
を
重
要
施

　
　
　
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実

や
空
き
家
の
活
用
な
ど
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
「
ふ
る

さ
と
振
興
室
」
を
設
置
し
、
移
住
定
住
に
関

す
る
相
談
や
、
各
種
支
援
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
「
ふ
る
さ
と
振

興
課
」
に
改
め
、
新
た
に
担
当
を
設
け
魅
力

の
発
信
を
強
化
し
、
移
住
定
住
を
促
進
し
て

い
く
。 QA

  

若
草
地
区
拠
点
施
設
整
備

　
　
　
新
若
草
保
育
所
と
周
辺
施
設
の
駐
車 

　
　
　
場
整
備
に
向
け
、
具
体
的
な
安
全
対

　
　
　
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
地
域
の
代
表
者
や
関
係
者
と
協
議
を

　
　
　
重
ね
、
実
施
設
計
策
定
の
最
終
段
階

で
あ
る
。

　
具
体
案
と
し
て
、
敷
地
内
道
路
へ
の
歩
道

と
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
や
、
安
全
性
を
踏

ま
え
た
道
路
構
成
な
ど
可
能
な
限
り
設
計
に

反
映
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
駐
車
場
入
り
口
に
つ
い
て
も
、
現

状
の
場
所
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

QA

QA

㈱コーセーの新工場建設予定地

Q

AQA
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質問の主題

補助事業延伸で
果樹低木栽培面積の
拡大を

日
に
は
、
事
業
主

体
の
Ｊ
Ａ
南
ア
ル

プ
ス
市
主
催
の
説

明
会
が
管
内
の
農

家
を
対
象
に
実
施

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
補
助
申
請
の
過

程
に
お
い
て
、
市

が
関
わ
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
概
要
等
を
国
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
先
導
的
な
農
家
を
対
象
に
、
優
良
品
種

へ
の
改
植
・
新
植
、
こ
れ
と一体
的
に
実
施
す

る
果
樹
棚
の
設
置
、
併
せ
て
、
土
壌
改
良
や

防
風
・
多
目
的
防
災
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
、

  

果
樹
産
地

 

生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　
「
産
地
基
盤
強
化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」（
果

　
　
　

樹
関
係
）
が
令
和
３
年
度
補
正
予
算

化
さ
れ
農
家
に
と
っ
て
大
変
有
益
な
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
申
請
が
短
期
間
で
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
る
事
業
と
し
て
県
・
国
に
大
々
的
に
働

き
か
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の

見
解
は
。

　
　
　
国
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
よ
る

　
　
　
「
産
地
生
産
基
盤
整
備
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
」
に
お
い
て
、「
果
樹
先
導
的
取
組
支

援
事
業
」
が
新
た
に
事
業
化
さ
れ
、
２
月
18

躍進会

花輪 幸長 議員

QA

躍進会

戸栗 淳 議員

質問の主題

市営住宅の現状と
今後の課題・対策は

小
規
模
園
地
の
整
備
等
に
つ
い
て
支
援

す
る
事
業
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　
実
際
の
事
業
申
請
の
流
れ
に
つ
い
て

は
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
事
業

で
あ
る
た
め
、
非
常
に
短
期
間
で
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
事
業
の
導
入

に
十
分
な
検
討
が
で
き
な
い
農
家
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
来
年
度
以

降
の
事
業
継
続
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

来
年
度
以
降
の
事
業
実
施
は
、
不
透
明

で
あ
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
大
規
模
導
入
農
家
へ
の
市
単
独
補
助
金
に
つ

　

い
て

 

・
多
目
的
防
災
ネ
ッ
ト
の
設
置
推
進
に
つ
い
て

た
し
て
い
る
が
、
入
居
募
集
は
行
って
い
な
い
。

　
　
　

芦
安
地
区
の
坂
下
第
１
・
第
２
団
地

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
建
築
の
建

物
で
、
政
策
空
き
家
（※

１
）の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
居
者
数
は
０
で

あ
る
。
こ
の
理
由
と
今
後
の
利
用
対
策
は
。

　
　
　
坂
下
第
１
・
第
２
団
地
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
御
勅
使
川

沿
い
の
山
間
地
に

あ
り
、
日
当
た
り

が
悪
く
、
湿
気
が

多
い
こ
と
か
ら
カ

ビ
が
発
生
し
や
す

く
、
住
環
境
が
良

  

市
営
住
宅

　
　
　

現
在
南
ア
ル
プ
ス
市
内
に
あ
る
市
営

　
　
　

住
宅
は
、
す
べ
て
合
併
前
の
建
築
で

あ
り
、
そ
の
合
計
棟
数
は
１
７
８
棟
、
管
理

戸
数
６
０
７
戸
、
入
居
者
数
は
３
２
７
戸
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
入
居
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
住
宅
は
、

す
べ
て
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
　
現
在
入
居
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
住

　
　
　
宅
は
、
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
56
年
５
月

以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
白
根
倉
庫
町
団
地

の
１
棟
お
よ
び
甲
西
神
ノ
木
団
地
の
１
棟
は
昭

和
57
年
以
降
の
建
築
で
あ
り
耐
震
基
準
を
満

QA

好
で
な
い
た
め
入
居
者
が
年
々
退
去
し
、
全

住
戸
が
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
。

　
登
山
客
な
ど
に
短
期
宿
泊
と
し
て
貸
し
出

す
に
し
て
も
、
不
快
な
思
い
を
抱
か
せ
て
し
ま

う
環
境
下
で
は
、
現
状
の
利
用
方
法
が
見
つ

か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

政
策
空
き
家
か
ら
の
退
去
後
、
解
体
し

　
　
　

更
地
に
し
た
後
の
土
地
利
用
計
画
は
。

　
　
　
現
在
、
公
営
住
宅
の
跡
地
利
用
の
計

　
　
　
画
は
な
く
、
普
通
財
産
に
移
管
し
た

の
ち
に
、
他
用
途
に
よ
る
活
用
や
、
売
却
な

ど
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　（※

１
）政
策
空
き
家
：
入
居
者
が
退
去
後
に
取
り
壊
す

　
　
　
予
定
の
住
宅

QA

QA キャプション？

老朽化する市営住宅

補助金を活用して整備した雨よけ施設
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質問の主題

マウンテンバイクで
地域活性化を

躍進会

三枝 守和 議員
公明党

小池 伸吾 議員

質問の主題

南アルプスＩＣ
周辺エリアの
今後の土地利用は

　
本
地
域
の
強
み
で
あ
る
、
交
通
環
境
の
利

便
性
の
高
さ
や
、
災
害
な
ど
の
浸
水
リ
ス
ク

が
低
い
こ
と
な
ど
を
、特
に
活
か
す
と
と
も
に
、

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
に
お
け
る
「
土
地
利

用
の
あ
り
方
」
と
連
携
し
、
親
和
性
の
あ
る一

体
的
な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
土
地
活
用

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
更
に
、
本
地
域
で
創
出
さ
れ
た
賑
わ
い
と

活
力
を
、
市
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、雇
用
の
創
出
や
人
口
減
少
対
策
、更
に
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
な
ど
、
社
会
・

経
済
・
環
境
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
「
持
続
性
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
」
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
エ
リ
ア
に
お

　
　
　
い
て
、
ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
公
募
中
で

あ
る
拠
点
整
備
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
市
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
を
担
う
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
需

要
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
本
地
域
の
持
つ
優
位
性
を

活
か
し
た
土
地
活
用
を
調
査
・
検
討
し
て
い

る
。

南アルプス IC 周辺は市の玄関口としての役割を担う

QA

極
的
な
連
携
を

図
る
な
か
で
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
を
組
み
合

わ
せ
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
周

遊
型
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
な
ど
で
、
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
よ
り
推
進
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
取
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
日
本
の
山
林
、
山
道
は
所
有
権
や
管

　
　
　
理
権
が
複
雑
で
あ
る
。
整
備
や
走
行

す
る
た
め
の
許
認
可
の
あ
り
方
を
問
う
。

　
　
　
山
梨
県
で
は
、
４
月
よ
り
森
林
空
間

　
　
　
活
用
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
聖
地
化
推

  

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

　
　
　
る
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
推
進
が
市
の
施

策
と
し
て
最
善
か
と
思
う
が
、市
の
見
解
は
。

　
　
　
昨
年
11
月
、一
般
社
団
法
人
「
南
ア

　
　
　
ル
プ
ス
山
守
人
」
が
市
内
平
岡
地
区

に「
南
ア
ル
プ
ス
立
沼
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
パ
ー

ク
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
法
人
に
は
、
荒

れ
た
山
道
の
整
備
、
地
域
の
祭
り
や
清
掃
活

動
へ
の
参
加
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
大
い
に

貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
パ
ー
ク
を
運

営
す
る
南
ア
ル
プ
ス
山
守
人
や
サ
イ
ク
ル
王

国
や
ま
な
し
の
実
現
を
目
指
す
山
梨
県
と
積

QA

進
事
業
と
い
う
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
こ
の

事
業
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
地
域
活
性
化
と

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。　

 

観
光
周
遊
道
路

　
　
　
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
か
ら
高
尾
ま
で
観

　
　
　
光
周
遊
道
路
を
整
備
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
こ
の
林
道
は
、
幅
員
が
狭
く
、
落
石 

　
　
　
防
止
対
策
、
大
型
車
両
乗
り
入
れ
制

限
の
規
制
が
あ
る
。
ま
た
法
定
道
路
へ
の
格

上
げ
も
含
め
、
大
規
模
な
改
善
が
必
要
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
点
が
あ
る
た
め
、
現

状
に
お
い
て
は
整
備
の
考
え
は
な
い
。

QA

QA
パーク内のコース
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

広がる、紙おむつの
施設内処分。
市でも検討を

の
軽
減
に
繋
が
る
面
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
も
、
保
育
所
現
場
や
保
護
者
の
意
見
を

聞
く
な
か
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
国
が
決
め
た
３
パ
ー
セ
ン
ト
処
遇
改

　
　
　
善
は
す
べ
て
の
保
育
士
に
す
べ
き
と

  

保
育
所
運
営

　
　
　

保
育
所
か
ら
自
宅
へ
の
「
使
用
済
み

　
　
　
紙
お
む
つ
」
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
、

衛
生
面
の
リ
ス
ク
や
保
護
者
・
保
育
士
の
負

担
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
設
内
処
分
に
切
り
替

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
保
護
者
が
紙
お
む
つ
を
持
ち
帰
る
こ

　
　
　
と
に
よ
り
保
育
士
と
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
進
め
方
を一
緒
に
検
討
し
て
い
け
る
、

臭
い
や
排
泄
物
に
は
多
く
の
菌
が
混
入
し
て
い

る
た
め
保
管
し
て
お
く
場
所
の
衛
生
管
理
が

必
要
な
ど
の
理
由
か
ら
、
慎
重
な
対
応
を
望

む
施
設
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
保
護
者
お
よ
び
保
育
士
の
負
担

日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員

「使用済みおむつ」持ち帰り実施自治体は
4割。 BABY JOB（株）調べ

QA

小林 敏徳 議員

質問の主題

過疎地域
持続的発展計画の
推進は

考
え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

　
　
　
こ
の
度
の
保
育
士
等
に
対
す
る
処
遇

　
　
　
改
善
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
公
立
保

育
所
お
よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
条
例
改
正
案
並
び
に
補
正
予
算

案
を
今
定
例
会
に
提
出
し
て
い
る
。

　
正
規
保
育
士
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
全
職
員
が
感
染
リ
ス
ク
や
緊
張
感
、

不
安
感
等
を
伴
う
環
境
の
な
か
、
各
種
窓
口

業
務
や
、
訪
問
、
相
談
、
個
別
支
援
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
業
務
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

他
の
職
員
と
の
均
衡
を
保
つ
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
処
遇
改
善
は
実
施
し
な
い
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
芦
安
地
区

内
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
に
よ
る
宿
泊
施
設
や
地

域
住
民
に
よ
る
健
康
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
カ
フ
ェ
の
起
業
な
ど
、
芦
安

地
域
に
と
っ
て
新
た
な
魅
力
づ
く
り

の
活
動
が
進
行
し
て
お
り
、
地
区
全

体
を
通
じ
て
楽
し
め
る
周
遊
型
、
滞
在
型
観

光
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

  

旧
完
熟
農
園

　
　
　
生
産
者
協
議
会
の
席
上
で
、
当
時
の 

　
　
　
社
長
の
下
で
集
め
た
お
金
は
返
し
ま

す
と
生
産
者
に
約
束
し
た
が
、
緊
急
融
資
に

協
力
し
て
く
れ
た
71
人
に
返
却
し
た
の
か
。

  

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

　
　
　
令
和
３
年
の
12
月
定
例
会
の

　
　
　
市
長
説
明
要
旨
の
中
に
、
芦

安
地
区
全
体
を
通
じ
て
楽
し
め
る
周

遊
型
観
光
、
滞
在
型
観
光
の
推
進
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
観
光
か
。

　
　
　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
地
域
住
民
、
地
域
団
体
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
課
題
や
意
見
を
共
有

し
、
芦
安
地
区
の
住
民
が
地
域
の
文
化
や
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
計
画
を
設
定
し
て
お
り
、

周
遊
型
、
滞
在
型
観
光
に
よ
る
集
落
内
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
基
本
方
針
の
中
で
位
置
付
け

QA

　
　
　
当
時
集
め
た
お
金
は
、
破
産
会
社
の

　
　
　
借
入
債
務
で
あ
り
、
返
却
し
て
い
な

い
。
司
法
権
限
の
下
、
今
後
破
産
管
財
人
に

よ
り
清
算
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
。

　
　
　
現
在
も
債
権
者
と
破
産
手
続
き
が
行

　
　
　
わ
れ
て
お
り
、
債
権
者
集
会
も
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
過
を
生
産
者

に
対
し
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
説
明
す
る
気
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
な
か
で
誤
解
を

　
　
　
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
の

説
明
は
差
し
控
え
た
い
と
思
う
が
、
破
産
手

続
き
が
完
了
し
た
段
階
に
お
い
て
、
市
民
に
対

し
て
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

Q

A

Q

AQA
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議  会  活  動  報  告

飯野議長、野中副議長が、市長、
地元代表者らと山梨県庁にて、
小笠原橋の架け替えに伴い橋
に小笠原長清公の足跡に関す
る装飾を施すよう、長崎山梨
県知事に要望しました。

小笠原橋架け替えに伴う装飾を
山梨県知事へ要望 ２月14日

請願の審査
第 1回定例会では、以下の請願について審査しました。
審査の結果、委員会および本会議において全会一致で採択することに決まり、
市議会から関係機関に意見書を提出しました。

「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」についてシルバー
人材センター事業に及ぼす影響が極めて大きいことから、安定
的な事業運営が可能となる適切な措置を講じるための請願書

公益社団法人
南アルプス市シルバー人材センター

請  願  者

令和５年10月に消費税等において適格請求書等保存方式（インボイス制度）が導入され
る予定となっている。シルバー人材センターの会員に対して、形式的に個人事業主で
あることをもってインボイス制度をそのまま適用することは、地域社会に貢献しよう
と努力している高齢者のやる気、生きがいを削ぎ、ひいては地域社会の活力低下をも
たらすものと懸念される。センターが安定的に事業を運営できる適切な措置を講じる
よう、政府関係機関に意見書を提出することを求める。

請願のPoint

決 議 南アルプス市議会では、第 1 回定例会において、ロシアによるウクライナ侵略に対して
以下の決議案を提案し全会一致で可決しました。

ロシアによるウクライナ侵略に対して厳重に抗議し、ロシア軍の即時撤退等を求める決議

要旨
ロシアによるウクライナへの侵略は断じて容認することができない暴挙である。
本市議会は、一連の軍事戦略に厳重に抗議し、ロシア軍の即時撤退を強く求める。
また、政府には邦人の確実な保護や我が国への影響対策を求める。

●知事へ陳情

第11 回おもてなしの山梨県
民大会で知事表彰を受賞し
た「櫛形山を愛する会」が、
飯野議長に受賞を報告しま
した。同会は平成８年度か
ら櫛形山を中心として環境
保全活動に取り組んでおり、
山岳観光の振興に貢献して
います。

「櫛形山を愛する会」が
知事表彰受賞を報告 ２月２日

●報告

インボイス制度についての請願書の提出を受け、請願
の審査に備えて議員勉強会を開催しました。東京国税
局の松浦孝太氏（課税第２部 消費税課 インボイス係
長）から説明を受けた後、質疑応答を行い、インボイ
ス制度の内容について理解を深め、請願の審査に備え
ました。

インボイス制度について
議員勉強会を開催 ２月18日

●議員研修
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　今、南アルプス市議会では議会改革として、市民の皆さまに議会について理解を
深めていただき、そして参加していただくような開かれた議会とすることを目的に
取り組んでいます。
　この度、市民の皆さまのご意見、ご要望やご意向を幅広く伺うためにアンケート
調査を実施いたしました。本アンケートの調査趣旨にご理解とご協力をいただき
厚く御礼を申し上げます。多くの方々からのお声を今後の議会改革や議会運営に生
かして行く所存であります。
　ここに、その貴重なご意見を分析しまとめましたのでご報告いたします。

■回答者数 ４４４人
アンケート用紙 人 ％
インターネット 人 ％

内
訳

77.3
22.7

343
101

男性
59.5%

女性
38.7%

無回答
1.8%

20歳未満 0.5% 20歳代
1.8%

30歳代
4.7%40歳代

13.1%

50歳代
10.1%

60歳代
28.4%

70歳以上
41.2%

無回答 0.2%

年齢

八田地区
6.5%

白根地区
28.4%

芦安地区
2.0%

若草地区
17.3%

櫛形地区
32.9%

甲西地区
11.7%

わからない
1.1%

5年以下 4.1%
6～10年

3.2%
11～20年

7.0%21～30年
9.5%

31年以上
75.9%

無回答 0.5%

ご回答いただいた方の内訳は、次のとおりです。

住んでいる地区

調査期間

調査方法
●議会だより ●市議会ホームページ

令和３年10月25日～11月30日

性別

回答状況

本市に住んでいる年数

南アルプス市議会の活動に関する 市民アンケート
の結果をご報告します

南アルプス市議会改革特 集  Vol.3

概
要
版

飯野 久 議長
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Ｑ 議会に関心がありますか。

1
2
3
4
5

・議会への関心度は 「関心がある」 「少し関心がある」 で、77.5％と高い。

1   本会議や委員会傍聴
2   ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継(録画)
3   ＣＡＴＶ録画中継
4   新聞等マスメディア
5   市ホームページ
6   議会報告
7   議会だより
8   その他
9   無回答

1
2
3
4
5

5 1.1%

項目 回答数 割合
思う 37 8.3%
少し思う 172 38.7%

・議会活動等の情報源は、「議会だより」(76.6％)がトップで、つづいて「CATV録画中継」「議会報告」
 となっている。
・30歳代以上の情報源は「議会だより」がトップである。

・市民の声が「反映されている」は47.0％、「反映されていない」は51.3％の回答となっている。
・年代別で見ると「反映されている」は70歳以上が53.3％と最も高い。
 また、「反映されていない」は40歳代で65.5％と最も高い。

あまり思わない 159 35.8%
思わない 69 15.5%
無回答 7 1.6%

項目 回答数 割合
35 7.9%
22 5.0%

116 26.1%
340 76.6%
29 6.5%

132 29.7%
88 19.8%
54 12.2%

ない 25 5.6%
無回答 5 1.1%

少しある 191 43.0%
あまりない 70 15.8%

ある 153 34.5%
項目 回答数 割合

7.9%

5.0%

29.7%

19.8%

12.2%

26.1%

76.6%

6.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

34.5%

43.0%

15.8%

5.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ある

少しある

あまりない

ない

無回答

8.3%

38.7%

35.8%

15.5%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1

2

3

4

5

Ｑ 議会の活動や情報をどのような方法で得ていますか。※複数回答可

Ｑ 議会に市民の声が反映されていると思いますか。

■市民アンケート結果（概要版）
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1
2
3

1
2
3
4

1
2
3
4
5
6

・現在の市議会を「評価する」「どちらかといえば評価する」で49.3％、
 「評価しない」「どちらかといえば評価しない」で30.2％である。

・意見や要望を「議員個人」に出された方の割合は、86.8％を占めている。
・意見等を出したことが「ある」と回答した方(144人)の年代別の割合は、70歳以上が55.6%、
 60歳代が23.6%、40歳代が10.4%、50歳代が7.6%の順序となっている。

6.3%
5.6%

86.8%
3.5%

9

20.0%
無回答 2 0.5%

18.5%
11.7%

どちらかといえば評価する 172 38.7%

ない 298 67.1%
無回答 2 0.5%

項目 回答数 割合
ある 144 32.4%

わからない 89

どちらかといえば評価しない 82
評価しない 52

評価する 47

項目 回答数

  その他

  事務局へ直接・郵送・FAX
  議会報告会

5

10.6%
項目 回答数 割合

・意見等を出したことが「ない」と回答した方は67.1％である。
・年代別にみると、「ない」と回答した方は、20歳未満が100％、
 30歳代が90.5％、50歳代75.6％、20歳代75.0％と続いている。

8
125  議員個人

割合

10.6%

38.7%

18.5%

11.7%

20.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1

2

3

4

5

6

6.3%

5.6%

86.8%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

ある
32.4%

ない
67.1%

無回答
0.5%

Ｑどのような機会にご意見やご要望を出しましたか。※複数回答可

Ｑ現在の南アルプス市議会を評価しますか。

Ｑ議員や議会に対し、ご意見やご要望を出した（伝えた）ことがありますか。

上記のご意見やご要望を出した(伝えた)ことが

「ある」と回答した方(144人)に聞きました。
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Ｑ 議会および議員に何を期待しますか。※複数回答可

1
2
3

4

5
6

・その他の回答では、"市民の声を聴いてほしい"旨の意見が５件あった。

無回答 6 1.4%

・「暮らしと市政のパイプ役」が278件とトップで、「行政全般のチェック」が210件で続いている。

市政の方向決める
意思決定や政策立案 174 39.2%

その他 14 3.2%

暮らしと市政のパイプ役 278 62.6%
議会からの情報発信 103 23.2%

項目 回答数 割合
行政全般のチェック 210 47.3% 47.3%

62.6%

23.2%

39.2%

3.2%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

1

2

3

4

5

6

議会の情報発信について市民の声の反映について

議会の評価について議会に対するご意見やご要望について

LINEやSNSで
情報発信してほしい

もっと身近に
寄り添ってほしい

40 代男性

自由記述欄のまとめ

70 代女性

h�ps://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/11853.html

詳細な報告書は、市議会ホームページからご覧いただけます。

ホームページはこちらから ▶
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■市民アンケート結果（概要版）
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発行者  南アルプス市議会　〒400-0395  山梨県南アルプス市小笠原 376　
　　　　TEL  055-282-6452   　FAX  055-282-6459

南アルプス
市議会だより

No.76

URL  https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/gikai/

編集後記
　春らんまんの季節を迎え、穏やかな日々を過ごしておりますが、遠くウクラ
イナでは2月24日からロシアからの侵略による無差別攻撃を受け、多くのウク
ライナ市民の尊い命が奪われています。強い国が暴力により制圧しようとして
いるこの惨状を見て本当に心が痛みます。早く終戦することを願っています。
　さて、本市議会では議会改革を進める中で、昨年10月、市民アンケートを
実施しました。ご協力いただきました市民の皆様には厚くお礼申し上げます。
アンケート結果は市ホームページと今回の議会だよりに掲載してあります。そ
の中で76.6％の市民の皆様が議会だよりを頼りに情報を得ていることを知り
ました。また本市議会だよりが令和3年度山梨県広報コンクールの議会広報紙
部門で奨励賞を受賞したことを報告するとともに、これらを糧に今後も市民の
皆様の情報紙として期待される議会だよりを目指してまいります。

委員長／北村 千代子　　副委員長／松野 昇平　　
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭
　　   　河野 木綿子、小林 敏徳　　　　

議会だより編集委員会

議会を傍聴してみませんか？
　事前申込不要　委員会も傍聴できます

●第２回定例会の会期予定
５月 27日…………………本会議（初日）
５月31日 ～ 6月３日……………委員会
６月13日 ～14日……代表・一般質問
　   15 日 ～16日………………委員会
　　17日………………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第１回定例会の傍聴者数：20人
※報道関係者８人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　南アルプス市に住んでいてよかったぁ～。  引っ越してきてよかったぁ～。南アルプス市は、名前
にふさわしい所じゃんね。こんな会話が聞こえてきます。
　南アルプス市から見る富士山、八ヶ岳、一望できる甲府盆地、そしてこの自然豊かなここをど
う生かすか？
　旬になればさくらんぼ、シャインマスカット、すもも、あんぽ柿等々、これらを収穫するため
に一生懸命笑顔で働く人々の姿、そしてボランティア活動に汗を流す人々、雪をかぶったアルプ
スに守られる災害のないこの地を、若い市民からお年寄りの意見、またそれぞれの想いが、市議
会議場に集約され、さらに更に素晴らしい南アルプス市が形づくられて行くことを切に望みます。

三枝  正揮 さん
（地区／野牛島）

沢登  友江 さん
（地区／加賀美）

　私は月２回のあったかカフェや、月1回の買い物ツアーに顔を出し参加している人たちから元気
とパワーをいただいています。90歳近い方がスマホからテレビにデータを送信し、ボランティアと
して活躍されている様子に感動し、買い物ツアーで高齢者が買い物を楽しんでいる様子を見て、
自分がお手伝いでき良かったと思っています。
　高齢社会の中、家にこもる高齢者が減り、健康で楽しく暮せるよう地域で支え合うことの必要
性を痛感しています。新聞やテレビでロシアとウクライナの戦争のことを報じていて、心配な日々
が続いています。世界平和と多くの人に支え合いの大切さを理解してもらい、温かい地域づくり
に力を貸してもらえる社会になることを望みます。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中
あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300 字以内にまとめてください】

                        〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
　　　　　　南アルプス市議会事務局 宛
　　　　　    メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
                         FAX：055-282-6459

　【提出先】

『議会だより』の表紙写真を募集しています。
テーマは、南アルプスユネスコエコパークに
ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

表紙写真 募集中!!

※応募条件や提出方法は市ホームページを
　ご覧ください。
　https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html

詳しくは
webで
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